
【専門部会の概要】 

 

■ 平成 28 年度 第１回観光振興専門部会、地域資源活用専門部会 

日 付：H28 年８月２日(火) 

時 間：13：15～15：00 

場 所：西成区役所 ５階会議室 

出席者：（敬称略） 

【有識者】松村（阪南大学）、寺川（近畿大学） 

【地域メンバー】西口、村井 

【西成区】安井総合企画担当課長、中坊地域支援担当課長 

【大阪市】水野地域開発担当課長(都市計画局)、萩原観光施策担当課長(経済戦略局) 

（１）観光振興専門部会 

１．これまでの進捗状況等の報告と今後の取組みに対する意見 

○国際ゲストハウスエリアのゾーニング、外国語看板の設置など 

・西成区簡易宿所設備改善助成事業 

○住民主体による屋台村構想 

 ・民間ベースでの実施の可能性について検討 

○大阪市全体の施策に連動した LRT、バスターミナル設置の検討 

 ・LRT は実施困難なため検討終了、観光バス駐停車スペースの検討 

○西成ライブエンターテイメント祭、ニシナリ（あいりん）、国際アートフェスティバル 

の開催 

 ・民間主体で西成区ジャズフェスティバルを定期的に実施 

○アートスペースの設置、芸術家に対する商店会の借り上げ店舗、芸術家の居住スペースの 

提供 

 ・現代芸術振興事業 

 ・アートプロジェクト（ウォールアートニッポン） 

○西成情報・アーカイブネット（館）の設置、歴史的観光遺産の整備と資源化、イメージ 

アップ戦略など 

 ・西成情報アーカイブネット企画運営事業 

・西成区イメージアップ推進事業 

→自発的な民間主導の事業の後押しや支援も重要 

→更なる魅力的な観光資源・文化（歴史）資源の創出 



（２）地域資源活用専門部会 

１． これまでの進捗状況等の報告と今後の取組みに対する意見 

○子育て世帯に対する市民税の優遇 

 ・費用対効果が少ないことから検討終了 

 ・子育て世帯に魅力的なまちづくりを目指す 

○大学の誘致・大規模留学生会館設置 

 ・現状では立地ニーズがなく検討終了、条件整備された時点で再検討 

○市の未利用地の戦略的な活用、ハウジングとまちづくりなど 

 ・検討が必要な課題の整理を行い、今後まちづくりについての議論が進む中で検討をすす

める 

→関係条例等の規定が整備中であるが、その中で先行して進んでいる民泊の動きについて、

地域の環境悪化につながることへの懸念 

 



【専門部会の概要】 

 

■ 平成 28 年度 第２回観光振興専門部会、地域資源活用専門部会 

日 付：H28 年９月２日(金) 

時 間：15：00～17：00 

場 所：西成区役所 ４階４－２会議室 

出席者：（敬称略） 

【有識者】水内（大阪市立大学）、松村（阪南大学） 

【地域メンバー】村井、山田（純）、上田 

【西成区】安井総合企画担当課長、中坊地域支援担当課長、平野広報広聴担当課長代理 

【大阪市】水野地域開発担当課長(都市計画局)、萩原観光施策担当課長(経済戦略局) 

（１）観光振興専門部会 

１．今後の取組みに対する意見 

○国際ゲストハウスエリアのゾーニング、外国語看板の設置など 

→28 年度中に条例などの改正の動きがあり、改正内容を把握してから新たな対応を検討 

○住民主体による屋台村構想 

 ・商店街での実験的に行った夜店の取組みの紹介 

○大阪市全体の施策に連動した LRT、バスターミナル設置の検討 

→新世界・天王寺エリアからの観光客等の回遊性向上 

○西成ライブエンターテイメント祭、ニシナリ（あいりん）、国際アートフェスティバル 

の開催 

→釜ヶ崎オ・ペラ等の民間主導の動きとの連携 

○アートスペースの設置、芸術家に対する商店会の借り上げ店舗、芸術家の居住スペースの 

提供 

○西成情報・アーカイブネット（館）の設置、歴史的観光遺産の整備と資源化、イメージ 

アップ戦略など 

→スペシャリストの養成に向けた、人材育成の仕組みづくりを検討 

 

（２） 地域資源活用専門部会 

１．今後の取組みに対する意見 

○子育て世帯に対する市民税の優遇 

○大学の誘致・大規模留学生会館設置 

○市の未利用地の戦略的な活用、ハウジングとまちづくりなど 

 ・必要な課題の整理を行い、今後まちづくりについての議論が進む中で検討をすすめる 

→他の専門部会の議論が進捗する中で他の部会の支援ができるように地域資源やストック

など整理しておく必要がある 

 


